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はじめに

　多くのオープンスキルスポーツにおいて選手
は，優れたパフォーマンスを行うための方法の
ひとつとして，重要な知覚スキルを修得する
ことが求められている．そこで優れた選手は，
刻々と変化する状況のなかから味方・相手選手
やボールなどから，素早く，正確で有効な視覚
情報を獲得していると考えられている．いわ
ば，多くの視覚情報ある環境の中から特定の情
報を選択し，対象を的確に捉える視覚探索方略
を用いているといわれている．その視覚探索方
略に関する研究では，眼球運動記録装置を用い
た視線の測定や空間遮蔽手法が用いられている
（Abernethyら，2000；Landら，2002；Mullerら，
2006；Paull ら，1997；Savelsbargh ら，2005；
Williamsら，2000）．
　野球の打撃時においても，打者は投手や飛来
するボールから有効な視覚情報を獲得すること
で，適切な打撃をすることが出来ると考えられ
ている．先行研究では，野球の熟練打者は，非
熟練者よりも速く正確な反応ができることが明
らかにされ（Takeuchiら，2009），また投手の投
球動作中やボールの飛来中の最適な時期や範囲
における投手やボールから有効な視覚手がかり
を用いることから，速く，正確なパフォーマン
スを遂行することができることが明らかにされ

ている（Katoら，2002；加藤ら，2002・2012；
竹内ら，2019・2021・2022・投稿準備中①）．
　これまで野球の打撃を含め，オープンスキル
スポーツにおける熟練者の相手選手やボールへ
の視覚探索の方略について検討がなされてきた
が，いずれの研究においても，視覚刺激に対す
る反応の方法として，刺激に対して意思決定を
示すことが求められてきた．例えば野球の打撃
の研究では，投球への反応としてストライクの
際に打撃を遂行するまたは，ボタンを押して意
思決定を示すことで行われてきた．しかしなが
ら，打者は通常打撃を遂行することを前提とし
て予測を立て，動作を遂行していると考えられ
る．そこで，意思決定を出現させるよりも，継続
していた動作を停止するため意思決定の停止に
ついて検討をしていく必要性もあると考えられ
る．特に，野球の打撃時においては，ボールを
速い時期で見極め，打撃遂行を停止させなけれ
ばならないことがある．野球のルール上「ハー
フスイング」という判定からストライクとして
打者にとっては失敗試技とされるため，打撃遂
行の停止について検討することは重要な事項と
考えられる．また，意思決定の過程は，単一の
Go/Nogo反応ではなく，動作遂行中に段階的に，
かつ包括的に判断し意思決定をしていると考え
られる．そこで，意思決定の出現の方法を検討
しつつ，これらの視覚情報についても検討して
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いくことが必要である．
　そこで，本研究では，投球映像による視覚刺
激に対して，意思決定を出現させる反応〈以下
「ON条件」とする〉と遂行されていた意思決定
を停止させる反応〈以下「OFF条件」とする〉
における相違が反応にどのような影響があるか
について明らかにすることを目的とした．刺激
に対する反応として意思決定の出現させた時と
遂行されていた意思決定を停止させた時の反応
時間や反応正確性の相違について検討した．具
体的には，打者に，投球がストライクで打撃の
意志決定を出現させる反応，または，打撃遂行
の意思決定を示している状態からボール判定の
際には停止の意思決定をする反応を行わせた．
　なお，実験室内で映像呈示における視覚刺激
に対する反応の測定が行った〈以下「実験室内
測定」とする〉．また，その視覚手がかりに関し
ては，視覚情報を獲得する方向や向きによって
も困難度が異なること（竹内ら，2020）や呈示
される媒体によっても変化することも明らかに
されている（竹内ら，投稿準備中②）．このこと
から，バッティングマシンからの実際の投球に
対する反応についても測定〈以下「フィールド
測定」とする〉が行うこととした．

方法

（ 1）実験参加者
　実験参加者は，14名の大学生が参加した．熟
練者群として7名が野球の競技経験10年以上の
野球選手であった．また残り7名は，スポーツ
科学部に所属する大学生であり，非熟練者群と
した．実験室内測定には，熟練者群3名と非熟
練者群3名ずつが参加した．また，フィールド
測定は熟練者群4名と非熟練者4名が参加した．
実験に先立ち，すべての被験者は実験内容につ
いて十分に説明を受け，文書による承諾を得た
うえで実験に参加した．本研究は，「中京大学体
育学研究科　人を対象とする倫理規定審査委員
会」の承認を得て行われた．

（ 2）装置
　実験室内測定においては，事前に投球映像を
作成し，その投球映像は，プロジェクターを用
いスクリーンに呈示した．投球映像の内容と
して，ピッチングマシンをホームプレート後方
に設置された防球ネットに向かい，ボール時速
130キロになるように設定した．そのマシンか
らのストライクコースとボールコース通過する
20球の投球を行った．その投球を，右打者の視
野を再現するようにバッターボックス内に打者
の視野に相当する高さ（1.7m）に調整したデジ
タルビデオカメラで撮影した．呈示映像はスト
ライクコースとボールコースが実験参加者にラ
ンダムになるように呈示した．
　また，反応時間と反応正確性を測定するため
にバットにスイッチボタンを装着した．スイッ
チボタンの外部出力として，スイッチボタンを
押すとLEDの信号が呈示されるようにした．呈
示される投球映像と同期させてデジタルビデオ
カメラ（EXILIM CASIO）で記録した．
　フィールド測定では，ホームプレートから
18.44m先にピッチングマシンを設置し，ホー
ムプレートに向かって，ボールを放出した．な
お，目安としてボールの球速は，時速130キロ
が放出されるように設定した．打者の反応測
定のためのスイッチボタンからのLED信号と
ピッチングマシンからのボールリリースとボー
ル軌跡を記録するために，デジタルビデオカメ
ラ（EXILIM CASIO）を用いて，ホームプレー
ト後方に設置した．なお，打者の安全性の保持，
および，ボールの到達位置の確認のためにホー
ムプレートに沿って，打者の前に防球ネットを
設置した．

（ 3）手続き
　実験参加者は，バットを持ち，実験室内測定
ではスクリーン前に，フィールド測定ではバッ
ターボックス内に立位姿勢を保たせた．また，
実験参加者にはON条件では，「準備の号令のあ
とに投球を開始する．投球を打つと判断したと
きには，出来るかぎり速く正確にスイッチボタ
ンを押すこと．打たないと判断しなときは，ボ
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タンを押さないこと」が教示された．またOFF

条件では，「準備の号令のあとに投球を開始す
る．号令後にスイッチボタンを押し続けて，打
つと判断したときには，ボタンを押し続けるこ
と．打たないと判断したときは，ボタンを離す
こと」が教示された．反応時間や反応正確性に
ついてのフィードバックは与えなかった．
　試行回数は，実験室内測定とフィールド測定
ともにON条件とOFF条件ともに8試行ずつ行
い，計16試行を実施した．

（ 4）分析方法
　呈示映像またはピッチングマシンの投球から
のボールリリース時点から実験参加者がスイッ
チボタンを押した時点までの間隔を反応時間と
定義した．ON条件ではストライクコースの投
球でボタン押し反応を行った試行，およびOFF

条件ではボールコースの試行の際にボタンを離

した試行の反応時間を分析した．反応正確性の
定義として，ON条件ではストライクコースの
投球でボタン押しを行った場合，また，OFF条
件ではボールコースの投球でボタンを離した場
合を正確と定義した．各条件における正当回数
を分析した．

結果および考察

　各条件における平均ボール速度および，スト
ライク数について，表1に示す．被験者や各条
件の間での差はなかった．これらのことから，
各打者に対して，投球が同質の条件であったと
考えられる．
　実験室内測定における熟練者と非熟練者の反
応時間（表2）と反応正確性（表3）を示す．反
応正確性については，両条件ともに，また熟練
者と非熟練者ともに差はなかった．反応時間に

表 １　各条件における両群のボール速度（km/h）およびストライク回数（回）
球速 ストライク回数

熟練者群
実験室内測定 130.1 ± 1.5 3.7 ± 2.4
フィールド測定 127.1 ± 5.1 4.2 ± 2.1

非熟練者群
実験室内測定 131.1 ± 5.2 4.8 ± 1.4
フィールド測定 126.7 ± 1.9 4.4 ± 1.2

表 2　実験室内測定におけるON条件とOFF条件の反応時間（ms）
熟練者群 非熟練者

ON条件 OFF条件 ON条件 OFF条件
EV1 83.8 ± 22.4 81.5 ± 17.7 NEV1 104.3 ± 5.7 76.5 ± 7.0
EV2 83.4 ± 9.6 66.7 ± 6.2 NEV2 105.3 ± 13.6 120.8 ± 17.6
EV3 67.8 ± 5.0 54.7 ± 25.1 NEV3 94.0 ± 20.8 79.8± 15.2
平均 78.3 ± 9.1 67.6 ± 13.4 101.2 ± 13.4 92.3 ± 13.3

表 3　実験室内測定におけるON条件とOFF条件の反応正確性（回）
熟練者群 非熟練者

ON条件 OFF条件 ON条件 OFF条件
EV1 8 8 NEV1 7 7
EV2 8 8 NEV2 7 7
EV3 8 8 NEV3 8 6
平均 8 8 7.3 ± 0.6 6.7 ± 0.6
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ついて，熟練者は，〈OFF条件〉の反応時間の方
が，〈ON条件〉の反応時間よりも速くなった．
一方，非熟練者の反応時間は，〈ON条件〉の方
が〈OFF条件〉の反応時間よりも速くなった．
　フィールド測定における熟練者と非熟練者の
反応時間（表4）と反応正確性（表5）を示す．
反応正確性については，両条件ともに，また熟
練者と非熟練者とも差はなかった．これらの結
果は，実験室内測定の結果と同様の結果となっ
た．反応時間については，熟練者は，〈ON条件〉
の反応時間の方が，〈OFF条件〉の反応よりも速
くなり，一方，非熟練者の反応時間は，〈OFF条
件〉よりも，〈ON条件〉の反応時間の方が早く
なった．これらの反応時間の結果は，実験室内
測定とは逆の結果となった．
　なお，実験室内測定とフィールド測定とも
に，熟練者は，非熟練者よりも速く，正確な反応
を示した．これらのことは，Takeuchiら（2009）
の研究と同様の結果となった．また，実験室内
測定の映像呈示とフィールド測定のピッチング
マシンの投球を比較すると，熟練者は，実際の
投球での反応時間の方が，映像呈示の反応時間
よりも速い反応を示し，非熟練者は，実際の投
球よりも，映像での反応の方が速く，より正確
な結果を示した．この結果は，呈示媒体による

変化で困難度が異なることが示され，Takeuchi

ら（投稿準備中②）と類似した結果を示した．
　以上のことから，映像呈示では，熟練者は投
球映像による視覚刺激に対して，意思決定を出
現させる反応の方が速く，非熟練者は遂行され
ていた意思決定を停止させる方が速く反応する
ことができ，逆に，ピッチングマシンの投球で
は，熟練者は意思決定を出現させる反応の方が
速く反応することができ，非熟練者は遂行され
ていた意思決定を停止させる反応の方が速く反
応することができると考えられる．これらのこ
とは，呈示媒体や意思決定の方法によって，反
応が変化することが示唆された．これまでの研
究で行われているボタン押し反応については，
ボタン押し反応での課題のみならず，さまざま
な反応様式を用いた視覚探索の検討が求められ
る．

付記
　本研究は2021年度中京大学体育研究所の共同
研究費を使用して行われた．
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